
こ
の
展
覧
会
は
、
釈
迦
如
来
、
阿
弥
陀
如
来
、
大
日
如
来
、
未
来
に
如
来
と

な
る
弥
勒
菩
薩
、
そ
し
て
現
在
と
未
来
を
結
ぶ
羅
漢
を
中
心
に
、
仏
教
絵
画

の
名
品
を
ご
覧
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

古
代
イ
ン
ド
に
生
き
た
釈
迦
族
の
王
子
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
は
、
静
か
な
瞑
想
の

末
、
悟
り
の
境
地
に
至
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　”　悟
り
を
得
た
も
の
“　　　　　　を
意
味
す
る
「如
来
」

の
誕
生
で
す
。

　

釈
迦
は
、
死
の
間
際
、
集
ま
っ
た
弟
子
た
ち
（羅
漢
）に
命
じ
ま
す
。
こ
れ
よ

り
56
億
7
千
万
年
後
に
、
兜
率
天
で
待
機
し
て
い
る
弥
勒
菩
薩
が
こ
の
世
に

現
れ
、
弥
勒
如
来
と
な
る
日
ま
で
、
こ
の
世
に
生
き
て
仏
法
を
守
り
な
さ
い
、

と
。
す
な
わ
ち
羅
漢
は
、
現
在
と
未
来
の
仏
を
繋
ぐ
聖
僧
で
す
。
根
津
美
術

館
が
所
蔵
す
る
「仏
涅
槃
図
」「兜
率
天
曼
荼
羅
」に
加
え
、
常
盤
山
文
庫
が

所
蔵
す
る
「釈
迦
三
尊
十
六
羅
漢
像
」（19
幅
）を
展
示
い
た
し
ま
す
。

　

一
方
、
密
教
は
、
時
空
を
越
え
た
絶
対
的
な
真
理
で
あ
る
大
日
如
来
を
生
み

だ
し
、
す
べ
て
の
ほ
と
け
は
大
日
如
来
が
姿
を
変
え
て
現
れ
た
も
の
で
あ
る
と

説
き
ま
す
。
祈
り
の
儀
式
に
よ
っ
て
、
こ
の
世
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
願
い
を
叶
え
る

ほ
と
け
た
ち
が
人
々
の
心
を
と
ら
え
た
こ
と
は
、
「金
剛
界
八
十
一
尊
曼
荼

羅
」（重
要
文
化
財
、
鎌
倉
時
代
）の
豊
か
な
世
界
に
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
こ
の
世
は
逃
れ
ら
れ
な
い
苦
し
み
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

来
世
に
、
阿
弥
陀
如
来
が
住
む
西
方
浄
土
に
生
ま
れ
た
い
と
願
う
浄
土
信
仰

が
、
人
々
の
心
に
深
く
根
を
お
ろ
し
た
こ
と
は
、
数
多
く
制
作
さ
れ
た
浄
土
図

や
来
迎
図
が
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

ほ
と
け
の
教
え
、
と
こ
し
え
に
。―

時
空
を
越
え
て
遍
在
す
る
ほ
と
け
た
ち
の
、

深
淵
な
信
仰
世
界
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

【休館日】　毎週月曜日、ただし3月21日（月・祝）は開館し、翌3月22日（火）は休館。

し
ゃ
か

あ

み

だ

だ
い
に
ち

み

ろ

く

ら

か

ん

と

そ

つ
て
ん



重要文化財　

金剛界八十一尊曼荼羅

1幅　絹本着色　

日本・鎌倉時代　13世紀

根津美術館蔵

『金
剛
頂
経
』の
原
理
を
表
し
た

金
剛
界
曼
荼
羅
の
核
心
部
分
、

「
成
身
会
」
の
曼
荼
羅
。
人
の
心

が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
大
日
如
来

の
境
地
へ達
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
、
つ
ま
り
即
身
成
仏
の
過
程
が
、

整
然
と
配
置
さ
れ
た
81
体
の

ほ
と
け
た
ち
に
よ
っ
て
図
解
さ

れ
る
。

兜率天曼荼羅

1幅　絹本着色

日本・南北朝時代

14世紀

根津美術館蔵

未
来
に
如
来
に
な
る
こ
と
が
約

束
さ
れ
た
弥
勒
菩
薩
が
、
兜
率
天

に
住
ま
う
様
子
を
表
す
。
堂
の

な
か
に
坐
す
弥
勒
菩
薩
を
、
菩

薩
た
ち
が
と
り
囲
み
、
そ
の
体
や

上
階
に
置
か
れ
た
宝
珠
が
金
色

の
光
を
放
つ
。
緑
や
青
の
彩
色
に

精
緻
な
截
金
文
様
が
映
え
る

優
品
。

重要美術品　

釈迦三尊十六羅漢像

19幅（左より第8尊者、

第15尊者）　絹本着色

日本・鎌倉時代　

13-14世紀

常盤山文庫蔵

神
通
力
で
こ
の
世
に
生
き
続
け
る

羅
漢
の
図
に
は
、
身
体
表
現
に

長
寿
を
こ
と
さ
ら
強
調
し
た
り
、

猛
獣
を
手
な
ず
け
る
な
ど
の
霊

験
が
描
き
こ
ま
れ
る
。

展
示
室
1
、
2

ほ
と
け
の
教
え
、
と
こ
し
え
に
。―

 

仏
教
絵
画
名
品
展―

　
　

釈迦三尊像

1幅　絹本着色　

日本・南北朝時代　

14世紀　

根津美術館蔵

赤
い
衣
を
ま
と
っ
た
釈
迦
が
坐
す

蓮
華
座
は
、
花
弁
を
広
げ
て
た
わ

わ
な
蕊
を
み
せ
る
。
執
拗
な
ま
で

に
刻
ん
だ
衣
文
の
表
現
な
ど
、
中

国
の
作
風
が
顕
著
な
作
品
。

曼
荼
羅
　
ほ
と
け
と
花
で
満
ち
あ
ふ
れ
る
悟
り
の
世
界
。

兜
率
天
　
光
ま
ば
ゆ
い
弥
勒
の
天
宮
。

十
六
羅
漢
　
個
性
豊
か
な
十
六
人
の
聖
僧
た
ち
。

釈
迦
如
来
　
時
代
に
、人
に
寄
り
添
う
仏
祖
の
肖
像
。

こ ん ご う か い は ち じ ゅ う い っ そ ん ま ん だ ら

こ
ん
ご
う
ち
ょ
う
き
ょ
う

じ
ょ
う
じ
ん
ね

そ
く
し
ん
じ
ょ
う
ぶ
つ

し ゃ か さ ん ぞ ん じ ゅ う ろ く ら か ん ぞ う

根津美術館　「ほとけの教え、とこしえに。　―仏教絵画名品展―」 2

し ゃ か さ ん ぞ ん ぞ う

と そ つ て ん ま ん だ ら

し

べ

（いずれも部分）



重要文化財　

法相曼荼羅
1幅　絹本着色
日本・鎌倉時代　13-14世紀
根津美術館蔵

仏
教
の
祖
・
釈
迦
を
中
心
に
、
法
相
宗
の

教
え
が
、
弥
勒
菩
薩
か
ら
、
イ
ン
ド
、
中

国
、
そ
し
て
日
本
の
高
僧
た
ち
に
よ
っ
て

継
承
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。

阿弥陀三尊来迎図
1幅　絹本着色
日本・鎌倉～南北朝時代　14世紀
根津美術館蔵

現
世
で
善
い
行
い
を
積
ん
だ
者
に
は
、
臨

終
の
と
き
、
西
方
浄
土
か
ら
阿
弥
陀
如
来

が
迎
え
に
来
る
。
乗
雲
の
阿
弥
陀
三
尊
を

表
す
典
型
的
作
品
。

火襷鶴首花入　
備前　1口　無釉陶器
日本・江戸時代　17世紀
根津美術館蔵

た
っ
ぷ
り
し
た
胴
と
、
僅
か
に
傾
い

だ
頸
が
お
お
ら
か
な
花
入
。
白
い

素
地
が
、
火
襷
と
呼
ば
れ
る
赤
く

発
色
し
た
藁
の
跡
を
、
鮮
や
か
に

引
き
立
て
て
い
る
。

雪柳手茶入 　銘 雪柳
瀬戸　1口　施釉陶器
日本・江戸時代　17世紀
根津美術館蔵

胴
部
に
幾
筋
に
も
分
か
れ
て
流

れ
る
黄
釉
を
、
柳
の
枝
に
春
の
雪

が
降
り
積
も
る
様
子
に
見
立
て
、

「雪
柳
」の
銘
が
付
け
ら
れ
た
華

や
か
な
茶
入
。

明
る
い
日
差
し
の
も
と
、
花
木
が
芽
吹
き
、
生
命
力
溢
れ
る

春
の
情
景
。
こ
の
季
節
に
ふ
さ
わ
し
い
華
や
か
な
茶
道
具
約

20
件
を
取
り
合
わ
せ
ま
す
。

展
示
室
6

旧
竹
田
宮
家
の
お
ひ
な
さ
ま

3
月
は
お
雛
様
の
季
節
で
す
。
当
館
で
は
旧
竹
田
宮
家
に

伝
わ
っ
た
明
治
天
皇
の
第
六
皇
女
、
常
宮
昌
子
内
親
王

ゆ
か
り
の
雛
人
形
と
雛
道
具
な
ど
約
70
点
を
展
示
し
ま
す
。

内裏雛 
1対  
日本・明治時代　19世紀
根津美術館蔵

竹田恆正氏寄贈

髪
型
や
衣
裳
に
い
た
る
ま
で
公

家
の
礼
式
を
忠
実
に
再
現
し
た

「有
職
雛
」と
呼
ば
れ
る
雛
。
美
し

い
装
束
と
、
京
雛
ら
し
い
優
し
い

顔
立
ち
が
魅
力
で
す
。

貝桶　
1対　木胎漆塗　
日本・明治時代　20世紀
根津美術館蔵

竹田恆正氏寄贈

貝
桶
の
中
に
は
、
美
し
い
絵
が
描

か
れ
た
小
さ
な
合
わ
せ
貝
を
収
め

て
い
ま
す
。
明
治
45
年(

1
9
1
2)

に
明
治
天
皇
皇
后
両
陛
下
よ
り

拝
領
し
た
雛
道
具
。

同時開催

展
示
室
5

春
情
の
茶
の
湯

根津美術館　「ほとけの教え、とこしえに。　―仏教絵画名品展―」 3

き

ゅ

う

た

け

だ

の

み

や

け

し
ゅ
ん
じ
ょ
う

ほ っ そ う ま ん だ ら

あ み だ さ ん ぞ ん ら い ご う ず

だ い り び な かいおけ

ひだすきつるくびはないれゆきやなぎでちゃいれ ゆきやなぎ

たけ だつね た だ

ゆ
う
そ
く
び
な

たけ だつね た だ



開
催
概
要

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展 

「ほ
と
け
の
教
え
、
と
こ
し
え
に
。 

―

仏
教
絵
画
名
品
展―

」　

根
津
美
術
館

2
0
1
6
年
2
月
27
日
（土 

）～
3
月
31
日
（火
）

午
前
10
時
〜
午
後
5
時 

［入
館
は
午
後
4
時
30

分
ま
で
］

毎
週
月
曜
日
、
た
だ
し
3
月
21
日
（月
・祝
）は

開
館
し
、
翌
3
月
22
日
（火
）は
休
館
。

一
般
1
0
0
0
円
（8
0
0
円
） 

学
生
8
0
0
円

（6
0
0
円
） 

＊(  )

内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金
、
中
学
生
以
下
無
料
。

一
般
9
0
0
円 　 

学
生
7
0
0
円

1
月
9
日(

土)

～
2
月
14
日(

日)

「松
竹
梅　

―

新
年
を
寿
ぐ
吉
祥
の
デ
ザ
イ
ン―

」展
開
催
期
間

中
、
根
津
美
術
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
に
て

販
売
。

地
下
鉄
銀
座
線
・
半
蔵
門
線
・
千
代
田
線
〈
表

参
道
〉
駅
下
車　

A
5
出
口
（階
段
）よ
り
徒
歩

8
分
、B
4
出
口
（階
段
と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
）よ
り

徒
歩
10
分
、B
3
出
口
（エ
レ
ベ
ー
タ
ま
た
は
エ
ス

カ
レ
ー
タ
）
よ
り
徒
歩
10
分

〒107‐ 0062 
東
京
都
港
区
南
青
山 

6‐

5‐

1

T
E
L 

0
3‐
3
4
0
0‐

2
5
3
6 (

代
表)

http://w
w

w.nezu-m
use.or.jp (

日
本
語
・English )

次
回
展

2
0
1
6
年 

4
月
13
日
（水
）
～

5
月
15
日
（日
）

国
宝　

燕
子
花
図
屏
風

「
浄
土
と
救
済
の
か
た
ち
」 

日
時 　
3
月
19
日
（土
） 

　
　
　
　  
午
後
2
時
～
3
時
30
分

講
師 　
泉 
武
夫　

氏
（東
北
大
学　

教
授 

）　　

　 会
場 　  

根
津
美
術
館
講
堂 

（先
着 

1
3
0
名
）

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「イ
ベ
ン
ト
情
報
」の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
、

ま
た
は
往
復
は
が
き
（1
講
演
会
1
参
加
者
に
つ
き
1
枚
）に

て
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
展
覧
会
名
・プ
ロ
グ
ラ
ム
名
・住
所
・

氏
名
（
返
信
面
に
も
）
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

〒107-0062 

東
京
都
港
区
南
青
山
6‐

5‐

1 

根
津
美
術
館

講
演
会
係
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

申
込
み
は
先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

日
時 　
3
月
5
日
（土
）　

「釈
迦
の
す
が
た
」 

　
　
　
　  

3
月
26
日
（土
）　

「羅
漢
の
美
術
」 

　
　
　
　

  

午
後
1
時
30
分
か
ら
約
45
分
間

　
　 講

師 　
白
原　

由
起
子
（当
館　

特
別
学
芸
員
）

　　
　
　 　
　
　
　

＊
会
場
は
い
ず
れ
も
根
津
美
術
館
講
堂 　
学
芸
員
が 

ス
ラ

イ
ド
を
用
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。
（先
着 

1
3
0
名
）。 

関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム

講
演
会

〈
申
込
方
法
〉

ス
ラ
イ
ド

レ
ク
チ
ャ
ー

展
覧
会
名

主　

  

催

開
催
期
間

開
館
時
間

休 

館 

日

入 

館 

料

前 

売 

券

ア
ク
セ
ス

住    

所

お
問
合
せ

ホ
ー
ペ
ー
ジ

『伊
勢
物
語
』か
ら
発
想
さ
れ
た
「燕
子
花
図
屏
風
」を
中
心

に
、
文
学
と
関
わ
る
作
品
を
厳
選
し
ま
す
。

国宝　燕子花図屏風（右隻）　尾形光琳筆　日本・江戸時代　18世紀　根津美術館蔵

特
別
展

根津美術館　「ほとけの教え、とこしえに。　―仏教絵画名品展―」 4

※

講
演
会
、
ス
ラ
イ
ド
レ
ク
チ
ャ
ー
と
も
聴
講
は
無
料
で
す
が
入
館
料
を

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。　　
　
　

担
当
： 

所
、
村
岡
、
羽
田　
　

Tel. 

0
3
‐3
4
0
0
‐2
5
3
8 (

直
）　　

Fax. 

0
3
‐3
4
0
0
‐2
4
3
6　
　

 E-m
ail. press@

nezu-m
use.or.jp

リ
リ
ー
ス
・
広
報
の
お
問
合
せ


